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  ＩＣＴ活用工事の取り組みについて 

鈴木 彩絵

関東地方整備局 荒川上流河川事務所 工務課 （〒350-1124埼玉県川越市新宿町3-12）

国土交通省では魅力ある現場や生産性向上が求めれているなか、i-Constructionの全面的な活
用に取り組んでいる。また平成28年度から、ICT土工を皮切りに実施され、荒川上流河川事務
所発注の築堤工事においてもICT土工に取り組んでいる。本論文においては、当事務所のICT技
術の定着状況についてICT技術を活用した建設会社にアンケート調査を行い課題等から、ICT技
術の定着促進に向けた取り組みについて考察する。 

キーワード i-Construction、生産性向上、新技術 

1.  はじめに

 建設産業においては、安全性の向上、魅力ある現場、

生産性向上が求められている。そのなか、国土交通省で

は3次元データの活用、情報化施工による生産性の向
上や魅力ある建設現場の実現を目指すi-Constructionを
推進している。そして、平成28年度よりICT土工が皮切
りに実施されている。 

荒川上流河川事務所では現在図-1に示す箇所におい
て、治水安全度の向上をはかるため、堤防の高さと幅を

確保するさいたま築堤事業を実施しており、当事務所発

注の築堤工事等において、ICT土工に取り組んでいる。 
ICT土工の実施から3年が経過し、ICT技術の定着状況
についてICT技術活用建設会社へのアンケート調査を実
施し、課題や期待、要望から、ICT技術の定着促進に向
けた取り組みについて考察する。 

図-1 概略位置図（荒川上流河川事務所HPより） 

2. ICT活用工事について 

ICT活用工事とは、工事の全ての手順（測量、設計、
施工、検査）に3次元データを活用し生産性を向上する
手法である。ICT土工においても図-2で示すような流れ
において、3次元データを活用する工事である。 

図-2 ICT土工の流れ（国土交通省HPより） 

3. ICT（土工）活用工事施工状況 

荒川上流河川事務所発注の平成28，29，30年度に契約
したICT（土工）活用工事の施工実績数を表-1及び図-3
に示す。平成28年度は、河川土工を含む工事14件のう
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ち、6件（43%）がICT技術を活用しており、平成29年度
においては13件のうち11件（85%）が活用、平成30年度
においては10件のうち8件（80%）が活用している。平
成29，30年度の未活用工事は災害復旧工事等であり、主
な工種が盛土である工事については全工事が活用してい

る状況にあり、受注者はICT技術が定着しつつある。 

表-1 ICT（土工）活用工事施工実績（令和元年5月時点） 

図-3 ICT（土工）活用工事実績（割合） 

※発注者指定型：ICT活用施工を前提として発注。 
施工者希望Ⅰ型：契約前時点で受注者の希望により ICT活用

施工の有無を決め、有りの場合総合評価 

時に加点評価。 

施工者希望Ⅱ型：契約後に受注者の希望により ICT活用施工
を決定。 

4. ICT（土工）活用工事実施事例

荒川上流河川事務所発注工事における ICT技術活用に
よる効果の一例として、荒川堤防の築堤工事（下段盛土）

において施工した結果を以下に示す。 

写真-1 工事完成状況  写真-2 ICT建機による施工状況 

(1) ICT技術を対象とする工事概要
 ・盛土延長    300m
 ・盛土量    52,200m3
 ・法面整形  5,710m2

(2)活用した ICT施工技術
 ・起工測量  UAV
 ・ICT建機    MCブルドーザ（敷均し・締固め） 

MGバックホウ（法面整形） 
 ・出来形管理 LS

(3)従来手法と ICT土工の比較（効果・成果）
 (a)省力化
 起工測量、ICT建機による施工、出来高管理に、品
質管理システムを活用することにより、従来施工では

約 243 人・日要すると見込まれるところを、約 32.4
人・日（従来の 14％）で施工することができ、大幅
な省力化を達成できた(図-4）。 

図-4 人工比較

(b)工程
 従来手法は建設機械を複数台使用した場合であり、

実施工では 1台の ICT建機での施工のため日数を要し
たが、品質管理に締固め管理システムを活用したため、

工期の縮減が可能となり、従来施工で 192日要すると
見込まれるところを、約 154日（従来の 80%）で施工
することが出来た(図-5)。 

図-5 工期比較
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(c)安全
 従来施工時に必要であった丁張設置及び確認作

業が無くなったことで、建設機械が稼働する施工

現場に作業員が入ることが大幅に減少し、安全性

が飛躍的に向上した。 

5.  アンケートの実施・結果 

実施から 3年が経過し、当事務所での ICT土工は、そ
の実績・成果を着実に上げている。その一方で工事発注

担当者として ICT技術の定着促進にむけた課題につい
て知りたいと考え、ICT技術の活用状況や期待・要望に
ついて、事務所独自でアンケートを実施した。当事務所

発注工事で ICT技術を活用した建設会社（10社）を対
象に、下記の項目における現状と今後について自由記述

で回答する形式とした。 

・起工測量における活用状況 

・3次元設計データ処理におけるICT活用状況 
・ICT建設機械におけるICT活用状況 
・ICT施工システムの自社所有化について 
以下に、アンケート結果から主な回答をとりまとめて

表-2に示し、紹介する。 

表-2 ICT活用状況アンケート結果（抜粋）

(1) 起工測量における導入状況について

LSあるいはUAVによる起工測量については、一部自
社技術者による直営作業を行っているが、外注で行って

いる会社が 80%であった。 
今後についても、測量機器が高価であること、深刻な

技術者不足であること、国土交通省直轄工事の受注割合

が少ないことから外注での対応を考えている会社が 60%
であった。 

(2) 3次元設計データ処理における導入状況について
起工測量データから 3次元設計データの作成や、設計
変更時のデータ修正等を外注で行う際に、外注先に同様

な作業の注文が集中している時期の納期は、通常期に比

べて大幅に要する場合があるため、工程管理等に影響が

出やすい分野である。そのため、3次元データ処理につ
いては、半数の会社において解析ソフトを社内導入し、

自社技術者での対応を行っている。 

今後については導入を進め、自社でデータ処理ができ

るよう技術者を育成していく会社 80%であった。 

(3) ICT建設機械の自社所有化について
ICT建設機械については、レンタルに依存している会
社が 80%であり、一部で補助金制度等を活用し、自社保
有あるいは ICT建設機械のシステム（外付けシステ
ム）を導入し、高価なレンタル料対策を考えている会社

が見られる。 

今後についても、普及によるレンタル料の低下を望

み、レンタルにて対応いく予定の会社が 80%である。 

(4) ICT施工システムの自社所有化について
自社 ICT施工システムの活用についても現在は外注
に依存している会社が 80%であり、自社 ICT施工シス
テムの活用や一部の活用している会社は一部であった。

LS・UAV（起工測量・出来形計測）、ソフトウエ
ア、ICT建設機械等の元請けによる自社所有化は、従来
施工と同様に自社で主体的な検討や迅速な対応が可能に 

なるため、大きな利点を感じているものの、コストから 

今後も外注に依頼していく会社が 60%であった。 

(5) その他の意見 

 その他の意見として、ICT技術に関する要望、期待に
ついても回答があった。 

 要望については、狭隘部施工の場合は準備に時間が

かかっているため、大規模土工以外では生産性が向上し

ていないという意見があり、狭隘部における施工につ

いて課題となっている現状である。また、小型 ICT
建設機械の今後の普及していくことで施工を行いたいと

いう意見も多くあった。 

さらに、ICT施工に関しては、起工測量・3次元デー

現状 起工測量を外注にてほとんどの工事で採用している。

今後
測量機器が高価であり技術者も不足しているため、今
後も外注で対応したい。

現状 自社技術者で対応あるいは、導入を進めている。

今後 自社でデータ処理ができるよう技術者を育成していく。

現状 ＩＣＴ建設機械については、レンタルで対応している。

今後
ＩＣＴ建設機械が現在より普及されることによりリース料
金が低くなれば良いと思っている。今後もレンタルにて
対応していく予定である。

現状 現在は外注業者のシステムにより実施している。

今後
コスト面を考慮すると今後も外注業者へ依頼することに
なります。

（要望）
　ICT技術を導入することにより生産性向上を目指してい
るが、現状では大規模土工以外生産性は向上していな
い。狭隘部の場合は準備に時間がとられてしまってい
る。
　ICT施工に関しては、起工測量・３次元設計データ作成
は見積もりで反映されているが、出来形関係も１回では
なく、２～３回に分けて計測することもあるため頻度を考
慮してほしい。
（期待）
　将来的には、仕事量・コスト面を考慮し、自社の専門
分野としてシステムを活用できるようにしていきたい。土
木工事における他工種においても活用できるか検討し
ていきたい。
　人手不足・熟練技術者不足、生産性・安全性向上など
施工における重要な課題解決策として、ICTやCIMの活
用は有意義である。これらに止まらず、AIやIｏTの導入
に向けた考えが益々高まると思われるため、今後の展
開に期待したい。

（１）起工測量に
おける活用状況

（２）３次元設計
（データ処理）に
おける活用状況

（３）ＩＣＴ建設機械
における活用状
況

（４）ＩＣＴ施工シス
テムの自社所有
化について

（７）その他の意見
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タ作成は見積もりで反映されているが、出来形関係につ

いても 1回ではなく 2～3回で分けて計測を行うため、
頻度を考慮してほしいといった意見が多く、積算と現場

での乖離を感じた。 

 期待としては、将来的な仕事量、コスト面と考慮し

た、自社の専門分野としてシステムの活用や土木工事に

おける他工種の拡大ついて前向きな意見があった。今後

のさらなる幅広い導入について期待されている。 

また、ICTやCIMの活用に止まらず、AIや IoTの導入
に向けた考えについて今後の展開に期待したいという意

見もあった。新技術の活用に対して意欲的な意見があっ

た。 

6. 今後のICT技術活用に向けた取り組み 

VR画面での試み
新技術の今後の活用に向け、当事務所発注の築堤工

事の受注者の試みとして、VR（バーチャル・リアリテ
ィ）体験会を行った。体験会では写真-3 のようにヘッ
ドマウントディスプレイを装着し、工事現場に立って

いるような体験をした。当面は、現場の新規入場者向

け安全教育として写真-4 のような活用や保安体制の確
認などに活用していく予定である。 

写真-3 VR体験の様子   写真-4 安全教育確認画像

7.  考察 

ICT土工は実施から約 3年が経過し一定程度の導入
が進んでいる。当事務所管内での発注工事において

も活用効果については従来工法と比較すると安全で、

少人数で施工できるとの結果を得ている。 

しかし、その一方でアンケート結果より高度な専

門機器やシステムを使用することから専門知識や技

術の習得や投資が不可欠であり技術者の不足やコス

ト面で、普及に向け課題があった。 

現在、補助金制度によるコスト面での支援制度を行っ 

ている中、ICT土工の定着促進の視野を今後広げるた 
めに、積算担当者の立場から必要なこととしてを以

下の 2点考えた。 
・積極的な導入ができる環境づくり 

・今後の ICT技術普及への取り組み 
積極的な導入ができるような環境づくりについては、

アンケート結果より狭隘部の ICT 施工による生産性
の向上が課題となっている。一方で小型そのため、狭

隘部を除いた施工箇所において ICTの活用工事も多く、
現場条件による活用の差が現状としてある。また、小型

の ICT建設機械の今後の普及により施工について意欲的
な意見の多くある。普及を進めるためにも、狭隘部と

大規模での施工について積算の条件を分けることで

積極的な導入ができると考える。現在の土木工事積

算基準書では、土量により日当たり施工量を判断し

ており、狭隘部における工期を積算に反映出来ない

場合もある。小型 ICT建設機械の普及を進める上でも
積極的に取り組めるよう、施工幅での日当たり施工量

の算出による積算を行うことが必要と考える。

 また、ICT施工に関しては、起工測量・3次元データ
作成は見積もりを反映しているなか出来形関係について

も1回ではなく2～3回で分けて計測している実情を反映
した積算が求められている。また、積算担当者としては

見積にばらつきを感じている。そのため、標準的な積

算の歩掛が望まれる。 

 今後の ICT 技術普及への取り組みについては、実
際に体験することで魅力ある現場を感じることが出

来る。そのため、若手技術者の増加にも繋がると考

える。当事務所では、受注者の試みとして VR 体験会
を行ったが、発注者としても体験会や講習会等を積

極的に開催し、受発注者一体となって広報していく

ことが必要と考える。 

8.  おわりに

ICT活用についてアンケートを行い、実際に体験す
ることで ICT 技術について日々進化を感じた。積算
担当者として体験会や講習会に参加し、進化してい

く ICT 技術とそれによる現場の施工について学んで
いきたい。また、その経験から現場条件を考えどの

ような ICT 技術を用いた施工が出来るか、どのよう
な施工を行うか想定し工程作成や積算を行っていき

たいと考える。 


